
 

年始考 学びの場の尊さを 

校長  渡邉 圭三  

あけましておめでとうございます。保護者や地域の皆様方におかれましては、新春を迎え、

御健勝のこととお慶び申し上げます。本年も本校に対する変わらぬ御理解・御支援のほど、よ

ろしくお願いいたします。今年は「甲辰（きのえたつ）の年」。十干の「甲」は物事の始まり

と捉えられ、十二支の「辰」の文字は発芽した植物がしっかりとした形になる意味があると言

われています。新しいことを始めて成功する、今まで準備してきたことが形になるといった

年として、子供たちが前進する契機となってほしいものです。 

先月、向島の「すみだ郷土文化資料館」を３年生の社会科見学で訪問し、私は、中でも時期

限定の特集展示「コドモの世界～江戸東京のあそびとまなび」がとても印象に残りました。江

戸時代の「寺子屋」の頃から昭和初期にかけて、子供たちの遊びと学びについて資料館所蔵の

貴重な浮世絵や文化財等を通じて紹介されていました。 

子供たちは、展示ケース内の「泥メンコ」や「相撲力士」などを興味深く覗き込んでいまし

たが、集中して見てくれていたのが「生徒勉強 東京小学校教授雙録」。明治１１年（１８７

８）に歌川広重（３代）が作成したもので、当時東京にあった４３の小学校を双六にしてあ

り、その一つに江東小学校（両国小の前身）があるのです。今とはずいぶん姿形の違う子供た

ちが立派な校門を通る絵に、「昔はこんなだったんだ」と驚き、本校の長い歴史に畏敬の念を

抱いている様子でした。私個人がじっくり眺めてしまったのは、下町の子供たちの身近な娯

楽であった「街頭紙芝居屋」。自転車に乗って決まった時間に街頭に現れ、拍子木をたたくと

子供たちが集まってきます。見に来る子は、小学校高学年くらいまでが多く、場所を譲り合っ

たりし、学年や学校の枠を超えた人間関係の中で、子供たちが社会性を学ぶ場ともなってい

た、というあたり、放課後も子供たちには遊びを通した学びがあったことを想像させます。 

資料館のチラシでは、以下のように本特集を紹介し、私たちをいざなっています。――現在

のように「学ぶ権利」をすべての子供に与える動きは、明治５年（１８７２）に発布された学

制が契機となっています。しかし、前近代の子供たちの学びは、労働力として期待されること

も多かったことから、生まれた職層などによって大きく異なっていました。江戸時代になる

と、今に引き継がれる「子宝」としての考え方が生まれ、子供の生活も大きく変化します…。 

さあ、子供たちは冬休みを終えて、本日元気に登校してきてくれました。皆が学校で学びと

ともに生活できる尊さに改めて感謝するとともに、子供たちがこれまで備わってきた力を発

揮して着実に前進する年となることを期待し、新年の始業の幕を開けたいと思います。 

学校だより 
http://www.sumida.ed.jp/ ryogokusho/ 
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